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　本誌編集委員会は 2 か月に 1 回開催されます．その 1 か月程前になると各編集委員に 6〜8 編の新来論

文が送られてきます．最近その中に，ロボット支援手術に関する論文が散見されるようになり，とても嬉

しく感じています．

　内視鏡外科手術は，テクノロジーの進化とともに発展してきました．昨今，次世代のテクノロジーとし

てロボットと人工知能（AI）が注目されています．昨年，先進医療 B:「内視鏡下手術用ロボットを用い

た腹腔鏡下胃切除術」にて，ロボットの使用により腹腔鏡下胃切除術後合併症発生頻度が有意に軽減され

ることが示され，本年 4 月より，胃癌，食道癌，直腸癌，肺癌，子宮体癌，膀胱癌，縦隔腫瘍に対するロ

ボット支援手術を含む 12 のロボット術式が新たに保険収載されました．2012 年にロボット支援前立腺全

摘術が保険収載されて以来，本邦は，世界第 2 の内視鏡手術支援ロボット保有国でありながら，ロボット

1 台あたりの手術施行件数は世界最下位という，“宝の持ち腐れ” 状態に陥っていました．今回の診療報酬

改定には，ようやくその “資源” を活用して内視鏡外科手術を次なるステージに飛躍させる大きな契機と

なる可能性が期待されます．普及期の安全性を担保するためのレジストリー制やプロクター制度等新しい

試みも始まります．保険診療の要件やコストの問題等，越えなくてはならないハードルは複数存在します

が，ロボットの能力を引き出す手技やセットアップの工夫，ロボットの臨床的有用性，ロボット外科医を

養成するためのトレーニング，次世代のロボットの開発等々について，本誌上で活発な議論が展開される

のを心待ちにしております．

（須田康一）
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第 23 巻 6 号・特集
内視鏡外科手術に関するアンケート調査
—第 14 回集計結果報告—

●症例報告
胸腔鏡下に摘出した遺伝性球状赤血球症による�

胸腔内髄外造血巣の 1例 � 横手芙美・他　国立国際医療研究センター病院呼吸器外科
妊娠 36 週に腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した症候性胆石症の 1例 � 林　昌孝・他　山口赤十字病院外科
完全内臓逆位の胸部食道癌患者に対して胸腔鏡下食道切除術を施行した�

1 例 � 宮内俊策・他　四国がんセンター消化器外科
腹腔鏡用ポートを使用した経胃瘻的内視鏡操作により�

有鈎義歯を摘出しえた 1例 � 白石斗士雄・他　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
Bilayer patch 法により修復された再発左鼠径ヘルニアの術後遅発性メッシュ�

感染に対して ideal-Hybrid 法（腹腔鏡下誘導前方切開法）で手術を施行した�
1 例 � 榎本浩也・他　厚木市立病院外科

内科的治療に抵抗性の慢性便秘症に対し腹腔鏡下�
Frykman-Goldberg 手術にて改善しえた 1例 � 紙谷直毅・他　奈良県立医科大学付属病院消化器・総合外科

バリウム腹膜炎に対する直腸切除・結腸単孔式人工肛門�
造設術後に腹腔鏡下結腸直腸吻合再建術を施行した 1例 � 前田佐知子・他　佐賀大学医学部一般・消化器外科

但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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